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人 口 と面 積( 62. 11. 1)
世 帯　230, 776
人 口　636, 443 人
男　322, 584 人
女　313, 859 人

面積　53. 25km2
人口密度　11, 952 人/ km2
《月2 回( 5 日 、20日) 発行 》

芸
術
・

文
化
の
殿
堂
を
め
ざ
し
て

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
答
申

北
千
住
駅
西
口
に
計
画
中
の
再
関
発
ビ
ル
内
に
設
立
予
定
の
足
立
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
建
設
基
本
構
想
に
つ
い

て
、1
1月
1
6日
、。
専
門
家
懇
談
会
か
ら
古
性
区
長
に
対
し
て
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
人
間
形
成
を

図
る
場
と
し
て

今
回
答
申
を
行
っ
た
専
門
家
懇

談
会
は
。
作
曲
家
で
、
足
立
区
の

歌
を
作
曲
さ
れ
た
團
伊
玖
磨
氏
を

会
長
に
、
総
勢
2
9名
の
専
門
家
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。2
月
以
来
9

ヵ
月
に
わ
た
る
審
議
を
重
ね
、
答

申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

答
申
で
は
、ま
ず
ぶ
の
〟
か

ら
ど
こ
ろ
〟
へ
と
生
活
意
識
が

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
、

芸
術
や
文
化
に
対
す
る
関
心
が
著

し
く
高
ま
っ
て
い
る
と
し
た
う
ぇ

で
、
「
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
芸

術
・
文
化
活
動
を
通
し
て
、豊
か
な

人
間
形
成
を
図
る
機
会
と
場
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

□
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的

な
あ
り
方

こ
の
基
本
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

▽
区
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
閧
か
れ
た
施
設

▽
心
豊
か
な
区
民
文
化
が
創
造
で

き
る
総
合
的
な
施
設

▽
活
気
に
満
ち
た
足
立
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
施
設

と
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
答
申
で
は
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
な
機
能
を

鑑
寰
、
発
表
、
学
習
、
交
流
な
ど

と
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、区
民

の
皆
さ
ん
の
楽
し
み
の
場
、や
り

が
い
の
場
、
学
び
の
場
、ふ
れ
あ

い
の
場
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ら

の
機
能
が
稻
互
に
影
響
し
、
全
体

的
な
機
能
を
高
め
る
こ
と
や
、
他

の
施
設
と
の
役
創
分
担
や
協
力
活

動
-
総
合
化
と
ネ
。
ト
ワ
ー
ク
化
-

の
重
要
性
も
答
申
で
は
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

千
8
0
0
席
の
大
ホ
ー
ル

オ
ペ
ラ
も
区
内
で

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

▽
観
客
、
出
演
者
と
も
に
使
い
勝

手
の
良
い
施
設

▽
区
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
大
・
小
の
ホ

ー
ル
と
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か

ら
な
る
総
合
的
な
施
設

と
す
る
こ
と
が
答
申
で
は
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

□
大
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

な
ど
の
音
楽
を
中
心
に
、オ
ペ
ラ

、

パ
レ
エ
、
屓
劇
、
日
本
舞
踊
、
講

演
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物

の
会
場
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

▽
良
い
条
件
で
芸
術
鑑
賞
が
で
き

る
よ
う
客
席
規
模
は
千
8
0
0程
度

と
す
る

▽
音
響
を
重
視
し
た
プ
ロ
セ
ニ
ア

ム
ス
テ
ー
ジ
ホ
ー
ル
と
す
る

▽
最
高
の
芸
術
を
演
出
で
き
る
よ

う
グ
レ
ー
ド
の
高
い
設
爾
と
機

能
を
備
え
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
小
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
は
、
室
内
楽
、
リ
サ

イ
タ
ル

、
舞
踊
、
小
規
篌
な
演
劇

を
中
心
に
、
映
回
、
演
芸
、フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
ほ
か
、

大
会
議
室
に
も
胞
え
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

特
に
小
ホ
ー
ル
は
、

▽
床
全
体
を
輻
か
く
分
割
し
た
せ

り
に
し
、
舞
台
。
客
席
の
形
を

自
由
自
在
に
変
え
ら
れ
る

▽
客
席
規
模
は
嶌
～
涙
席
(
可
夸

型
)
と
し
、
便
用
目
的
に
応
じ

て
弾
力
的
に
設
定
で
き
る

と
の
新
し
い
提
案
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

□
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

美
術
館
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

絵
固
、
書
、
写
真
な
ど
、
内
外
の

す
ぐ
れ
た
美
術
作
品
を
鑑
賞
で
き

る
(
イ
レ
ベ
ル
の
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、区
民
の
皆
さ
ん
の
創
作

展
、
そ
の
他
各
種
の
展
覧
会
へ
も

十
分
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
さ
れ
る
施
設
と

な
る
た
め
に

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が

、
区
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
み
、
愛
さ
れ
る

施
設
と
な
る
た
め
に
、
答
申
で
は

積
極
的
な
企
画
と
弾
力
的
な
運
営

が
大
切
だ
と
し
て
い
ま
す

。

そ
の
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
運

営
が
で
き
る
よ
う
、組
敵
づ
く
り
。

体
制
づ
く
り
を
早
く
始
め
る
と
と

も
に
、
専
門
家
の
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

専
門
家
懇
談
会
で
は
、
制
約
条

件
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
実

現
可
能
な
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
、
答
甲
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
点
か
ら
も
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
一
日
も
早
い
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

変
り
ゆ
く
街
、
北
千
住

今
回
、
総
台
文
化
セ
ン
タ
ー
が

建
設
さ
れ
る
北
千
住
駅
西
口
再
開

発
事
業
は
、
組
合
施
行
の
再
開
発

事
業
と
し
て
今
年
1
月
2
3日
に
都

市
計
画
決
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
で
は
、
昨
年
8
月
に
策
定
し

た
第
二
次
基
本
計
画
の
中
で
、
北

千
住
地
区
を
商
業
、
業
務
、
又
化

情
報
な
ど
の
都
市
機
能
の
集
積
を

図
り
、
東
京
東
北
郡
の
副
都
心
を

め
ぎ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
西

口
再
開
発
の
対
象
地
域
は
、
J
R

常
磐
線
、
宮
団
地
下
鉄
千
代
田
線

・
日
比
谷
線
、
東
武
伊
勢
崎
線
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
北
千
庄
駅
西

口
前
で
、面
積
約
2
.
6
お
の
区
域
で

す
。再
開
発
で
建
築
さ
れ
る
建
物

は
、南
楝
、北
棟
の
2
棟
で
す
。

南
棟
は
、1
3
階
建
(
高
さ
約
6
9
メ
ー
ト
ル
)

で

、
上
層
部
に
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
、
下
層
部
に
商
業
施
設
が
入
る

予
定
で
す
。
北
棟
は
2
9階
建
(
高

さ
約
9
1愆

で

、
上
層
部
に
住
宅

約
Ⅲ
戸
、
下
層
部
に
事
務
所
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
入
る
予
定
で
す
。

区
は
、昨
年
度

。総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
用
地
を
国
鉄
か
ら
買
収
し

。

再
開
発
事
業
の
施
行
者
と
な
る

「
北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
準
備
組
合

」(熊
倉
勘
太
郎
理

事
長
)
に

、
地
権
者
と
し
て
加
入

し
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
今
回
の
答
申
を
最
大

限
に
尊
重
し

、
一
日
も
早
く
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
を
完
成
す
る
考
え

で
あ
り
、
今
後
、
地
元
地
権
者
の

理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
な
お

準
備
組
合
で
は
、
早
期
に
再
開
発

の
事
業
認
可
を
受
け
、
遅
く
と
も
6
4

年
着
工
し

、6
7年
度
に
は
完
成

さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

総合文化センター大ホール( イメージ図)

多目的に使える小ホール( イメージ図)

秋の叙勲・褒章

13名が受賞

昭
和
6
2年
秋
の
叙
勲
お
よ
び

褒
章
者
が
発
表
さ
れ
、
区
内
で

は
1
3名
の
方
々
が
晴
れ
て
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
区
は
1
1‥月
2
5

日
に
叙
勲
者
・
褒
章
者
祝
賀
会

を
行
い

、
永
年
に
わ
た
る
社
会

へ
の
功
労
に
対
し
、感
謝
、祝
福

し
ま
し
た
。

今
回
、
叙
勲
お
よ
び
褒
章
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。(

敬
称
略
)

□
叙
勲
者

春
田
余
咲
(
9
2歳
)

・
:
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
・
産
業

振
興
功
労

▽
高
橋
宗
正
(
7
5

弓
・・・
勲
四
等
瑞
宝
章
・
警
察
功

労

▽
三
田
正
(
7
4歳
子

勲
五

等
瑞
宝
章
・
郵
政
事
業
功
労

▽
藤
田
熊
雄
(
7
8歳
T
勲
五
等

瑞
宝
章
・
教
育
功
労

▽
小
野

願
定
一
(
7
2歳
)・
:
I
(
等
瑞
宝

章
・
郵
政
業
務
功
労

▽
佐
々

木
市
兵
衛
(
7
0歳
了

壓
(
等
瑞

宝
章
・
薯
察
功
労

▽
佐
藤
幸

作
(
6
5歳
)
・・・
勲
六
等
瑞
宝
章
・

議
院
自
動
車
関
係
業
筋
功
労

▽
金
杉
久
雄
(
6
5歳
)・・・
勲
七
等

青
色
桐
葉
章
・
消
防
功
労

▽

中
越
惣
一
郎
(
7
0歳
)・・・
勲
七
等

青
色
桐
葉
章
・
一

泰
功
労

▽

羽
賀
洋
子
(
6
2歳
丁

勲
七
等
宝

冠
章
・
看
護
業
務
功
労

▽
小

林
元
四
郎
(
6
4歳
了

勲
七
等
瑞

宝
章
・
庁
務
功
労

□
褒
章
者

▽
武
田
和
夫
(
叨

歳
)
・・・
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
(

踏
切
保
安
業
務
)
　

▽
尾
形

健
次
郎
(
6
4
歳
)
・・・
藍
綬
褒
章

・
鉄
遭
事
業
功
績

《
本
庁
舎
・
総
務
課
》

第
2
回
足
立
区

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

足
立
の
魅
力
を
あ
な
た
の
目

で
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、写

真
を
通
じ
て
「
ふ
る
さ
と
足
立

区
」の
姿
を
広
く
紹
介
す
る
た

め
、
第
2
回
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。前

回
と
今
回
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
観
光
瞼
(
ガ
キ
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

題
材

区
内
の
公
共
施

設
、名
所
・
旧
呎

文

化
的
遺
産
、
伝
続
行

亊
、河
川

、町
並
な
ど

応
募
資
格

区
内
在
住

・
在
動
の
方
(
ア
マ

チ
ュ
ア
の
み
)

応
募
規
格

▽
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
四
ツ

切
(

ワ
イ
ド
四
ツ
叨
を

除
く
)
　

▽
最
近
1

年
以
内
に
撮
影
し
た

自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
要
領

▽
応
募
作
品
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入

賞
は
原
則
と
し
て
I

人
I
賞

と
し
ま
す

▽
入
賞
作
品
の

ネ
ガ
は
提
出
し
て
い
た
だ

き

、
そ
の
版
権
は
足
立
区
観

光
協
会
に
帰
属
し
ま
す

賞

推
せ
ん
・・
i
点
、
特
選
・
:
2

点

、
準
特
選
・・・
3
点
、
入

選
…
1
5点
。
佳
作
E
2
0
点

応
募
期
限
6
3

年
2
月
2
5日
消

印
有
効

※
実
施
要
價
、応
募
票
は
、観
光

協
会
亊
務
局
、区
民
事
務
所
、区

内
カ
メ
ラ
店
な
ど
に
あ
n
乖
歹
。

提
出
先

足
立
区
観
光
協
会
事

務
祕
ま
た
は
、
区
内
写
真
材

料
商
巣
協
同
組
合
加
盟
店

問
合
せ
先

足
立
区
観
光
協
会

事
務
昜
(
〒
a
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

、
中
央
本
町
庁
舎

・
経
済
課
内

む
貘
5
1
9
1
)

新防災行政無線
( 屋外スピーカー設備)

の試験放送を
行います

午
後
5
時
の
「
夕
や
け
放
送
」

で
お
馴
じ
み
の

、
防
災
行
政
無

線
固
定
系
設
備
を
新
し
く
し
て

い
ま
す

。

現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
間
も
な
く
完
成
し

、
本

稼
働
の
た
め
の
試
験
放
送
を
行

う
予
定
で
す

。

期
間
中
は
、
ご
迷
感
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
頤

い
し
ま
す
。

試
験
放
送
期
間
1
2
月
中
旬
～
1

月
下
旬

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

災
害
対
策
課
施
設
係

　
8
8
0
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区
の
家
計
簿
を

お
見
せ
し
ま
す

昭和62年度上半期財政状 況

本
区
の
財
政
の
実
態
を
区
民

の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に

、
財
政
状
況

の
公
表
を
毎
年
2
回
、6
月
と
1
2

月
に
行
っ
て
い
ま
す

。

今
回
は
昭
和
6
2年
度
上
半
期

(
4
月
～
9

月
)
に
つ
い
て

、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

。
昭
和
6
2年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、2
月
2
5日
号
で
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ

の
凌
、9
月
に
公
共
下
水
道
整

爾
な
ど
に
要
す
る
経
費
と
し
て
4
3

億
5
千
鵡
万
円
の
補
正
を
行

い
1
千
3
9
8億
崩
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
予
算
総
額
に
対
す

る
執
行
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。(財

政
状
況
の
公
表
に
お
け

る
図
表
は
、
昭
和
6
2年
9

月
3
0

日
現
在
の
も
の
で
す
)

一 般 会 計

昭和62年度一般会計予算執行状況

国民健康保険特別会計

老人保健医療特別会計

繰越予算の執行状況
( 昭和61年度から昭和62 年度へ繰 越
された事業は次の とお りです。

)

一 時 借 入 金
一時的に資金が不足したとき,狠行など

から借り入れる資 金です。
62年度上半期卜 月卜1 ～9 月30日) に
は、借り入れはありませんでした。 区民一人当りの区民税負担額と区支出額特別区債の現在高

区の 施 設、 遠路 、 公瀰 な どの 大堤 損な建 設 事書 等に は、
一時的 に 多翻 の・4濁 を必 習 とす るため 、 そ心・4灣 蛆亶 にK
か長 期に わ た 。 て価I J 入れ る偸 奮の状況 です 。区有財産の現況

10月にオープンした伊興センター( 西伊興町58番地)

く
ら
し
の

情

報

国
民
年
金

保
険
料
の

免
除
期
間
の
あ
る
方
へ

追
納
制
度
を

ご
存
知
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
情
や
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
受
給
に
よ

り
、
保
険
料
納
付
の
免
除
を
受

け
て
い
た
期
間
(
免
除
期
間
)

は
、
過
去
1
0年
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て

、
当
時
の
保
険
料
で
納
付

(
追
納
)
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
か

ら
の
免
除
期
間
を
追
納
す
る
場

合
、
免
除
し
た
年
度
か
ら
2
年

た
っ
た
も
の
は
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
。

免
除
期
間
は
、
そ
の
期
間
の

年
金
額
が
3
分
の
I
に
減
額
さ

れ
ま
す
が
、
追
納
す
る
こ
と
に

よ
り
免
除
期
間
が
納
付
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
、
減
額
さ
れ
ま

せ
ん
。

免
除
さ
れ
て
か
ら
1
0年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は

、
追
納
す

る
こ
と
を
お
勤
め
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

記
録
係

　
鰰
5
1
5
1

保
険
料
の
年
末
調
整

「
所
得
控
除
」

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
付

し
た
保
険
料
は
、
そ
の
全
額
が

社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
国
民
年
金
の
第
3
号

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、

今
年
の
1
月
か
ら
1
1月
の
間
に

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
自
分

で
保
険
料
を
納
付
し
た
こ
と
の

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
自
分
で

吶
付
し
た
保
険
料
を
、
ご
主
人

が
年
末
鋼
整
の
際
に
提
出
す
る

「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
に
記

入
す
れ
ぱ
、
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

倹
認
係

　
巍
5
1
6
1

こ
ど
も

外
国

人
の

お
子
さ
ん
は

入
学
申
請
手
続
き
を

来
年
4
月
に
区
立
小
学
校
に

入
学
を
希
望
さ
れ
る
外
国
人
の

方
で
、
ま
だ
、
入
学
申
請
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
印

か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登

録
証
を
持
参
し
、
学
亊
第
一
係

へ
申
誚
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
亊
第

一
係

　
眤
1
1
1
1
㈹

昭
和
6
3
年
度

保
育
園
入
園
児
募
集

申
込
で
き
る
方

保
護
者
が
働

い
て
い
た
り
、
病
佩
な
ど
で

児
童
の
保
育
が
困
難
な
方

申
込
に
必
要
な
も
の

昭
和
6
2

年
度
分
特
別
区
民
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
、

特
別
徼
収
税
頷
通
知
書
ま
た

は
課
税
証
明
書
)
、
印
か
ん

※
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方

は
、
昭
和
6
1年
分
の
確
定
甲
告

の
控
え
が
必
要
で
す
。

申
込
後
に
提
出
す
る
も
の

昭

和
6
2年
分
の
所
得
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
源
泉
徼
収
票
ま

た
は
確
定
叩
告
の
控
え
)
を

昭
和
6
3年
1
月
以
降
に
提
出

申
込
期
限

り一
月
1
5日

※
申
込
書
は
、
各
福
祉
事
穆
所

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

あ
な
た
の

住
所
地
を
管
略
す
る
福
祉
事

筋
所
(
右
賚
)

□
延
長
保
育
の
実
施

保
踵
者
が
勤
務
時
間
等
の
鄒

台
に
よ
り
、
常
時
午
唆
6

時
～
7

時
の
間
、
保
育
す
る
人
が
い

な
い
児
童
(
1
歳
6
ヵ
月
以
上
)

の
延
長
保
青
を
行
つ
て
い
ま

す
。

実
施
保
育
園

▽
千
住
あ
ず
ま

保
育
園

▽
す
わ
ぎ
保
青
圜

▽
大
谷
田
第
一
保
育
園

▽

竹
の
塚
保
育
菌

く
わ
し
く
は
、
申
込
の
際
、

係
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

福

祉

老
人
福
祉
手
当
の

お
支
払
い

昭
和
6
2年
1
9一月
期
分
の
老
人

碯
祉
手
当
を
、
卜一
月
2
5日
ご
ろ

受
給
者
の
み
な
さ
ん
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
区
に
お

届
け
の
金
融
機
関
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い

。

□
申
請
し
て
い
な
い
方
へ

6
5歳
以
上
で
、6

ヵ
月
以
上

ね
た
き
り

、
ま
た
は
老
化
性
痴

呆
に
よ
り
常
時
介
助
お
よ
び
昔

視
を
必
要
と
す
る
方
で

、現
在
、

在
宅
も
し
く
は
入
院
し
て
い
る

方
に
、
老
人
福
祉
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

申
込
方
法

次
の
も
の
を
持
参

し
て
窓
口
へ

▽
本
人
名
義

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除

く
)
　

▽
印
か
ん

▽
入
院

証
明
書
(
入
院
の
場
合
の
み
)

□
受
給
者
の
方
へ

次
の
よ
う
な
場
台
に
は

、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
設
入
所
・
死
亡
・
転
出

等
で
受
紿
賢
格
が
な
く
な
っ

た
と
き

マ
ね
た
き
り
の
状

態
が
回
復
し
た
と
き

▽
口

座
番
号
・
住
所
等
届
出
亊
項

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
S

度
心
身
障
害
者
手
当
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係

　
靦
―
-
1
1

㈹

福
祉
事
務
所
一
覧

相

談

高
齢
者
就
業
相
談

高
齡
者
事
業
団
で
は
、
高
齡

者
の
就
業
相
談
を
次
の
と
お
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

□
常
設
相
談

日
時

日
曝
日
、
休
日
を
除
く

毎
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時
(
土
曙
日
は
正
午
ま
で
)

場
所

西
保
木
間
高
齢
者
作
業

所
□
出
張
相
談

日
時
・
場
所

▽
毎
月
第
2
火
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
E
職
笑
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
毎
月
第
3
火
嚆
日

、
午
前
1
0

時
I
午
浚
3
時
…
老
人
会

館▽
毎
月
第
3
木
曝
日

、
午
前
1
0

時
～
午
唆
4
時
・・・
西
新
井

区
民
ホ
ー
ル

▽
毎
月
第
4
火
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
唆
3
時
・
:本
庁
舍

・
区
民
相
談
室

問
合
せ
先

高
齡
者
事
業
団

　
8
5
9
2
5
6
1
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保
健衛

生ガ
イ
ド

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

年
末
年
始
の
食
品
衛
生

年
末
は
、
お
正
月
用
品
を
は
じ

め
と
し
て
、
食
品
が
大
量
に
出
回

り
ま
す
。

保
健
所
で
は
、各
種
の
製
造
業
、

飲
食
店

。
販
充
店
な
ど
の
食
品
営

業
施
設
に
対
し
て
一
斉
監
視
を
行

い
、
不
良
食
品
の
摘
発
や
食
品
に

よ
る
事
故
防
止
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
も
大
切
な
食

生
活
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
的
な
お
店
を

選
び
ま
し
ょ
う

冷
蔵
の
必
要
な
食
品
は
、
き
ち

ん
と
冷
蔵
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
い

る
、
食
品
を
露
出
販
売
な
ど
し
て

い
な
い
、
商
品
を
整
然
と
見
や
す

く
陳
列
し
て
い
る
、
な
ど
の
穗
品

管
理
の
良
い
店
で
買
い
声
し
ょ
う
。

表
示
を
よ
く
確
か
め
て

加
工
食
品
の
包
装
に
は
、
▽
品

名

▽
製
造
所
の
所
在
地
、
製
造

者
氏
名

▽
合
成
着
色
料
、
合
成

保
存
料
、
漂
白
剤
な
ど
の
食
品
添

加
物

▽
製
造
年
月
日
(
そ
う
菜

、

魚
肉
練
り
製
品
、食
肉
製
品
な
ど
)

の
表
示
が
必
要
で
す
。

表
示
を
確
か
め
て
か
ら
買
い
ま

し
ょ
う
。

冬
の
味
覚
「
生
カ
キ
」

に
ご
用
心

カ
キ
は
、
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
無
機
質
や
ビ
タ
ミ
ン
B
・
C
な

ど
に
富
ん
だ
慈
養
豊
か
な
食
品
で

す
。し

か
し
、
こ
の
時
期
に
起
こ
る

食
中
毒
の
多
く
は
カ
キ
が
原
因
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
「
生
食

用
こ
と
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

け
で
す
。
買
っ
た
そ
の
日
の
う
ち

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。「
加
熟
飼
理

用
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
カ
キ
は

必
ず
火
を
、
し
か
も
十
分
に
通
し

て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
よ
う
な

、
ち
ょ
つ
と
し

た
心
づ
か
い
で

、
健
康
で
楽
し
い

お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

<
足
立
・
千
住
保
健
所
>

ご
存
じ
で
す
か「ア

ス
ベ
ス
ト
」

ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
?

最
近

、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

ア
ス
ベ
ス
ト
(

石
綿
)
に
つ
い
て

の
報
道
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

石
綿
は
、
天
然
の
鉱
物
性
繊
維

で

、
化
学
薬
品
に
強
く
、
不
燃
性

や
電
気
絶
縁
性
な
ど
に
優
れ
た
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う
え

、

安
価
で
加
工
し
や
す
い
こ
と
も
あ

っ
て

、
約
3
千
種
類
の
裂
品
に
利

用
さ
れ

、
私
達
の
生
活
に
広
く
浸

透
し
て
い
ま
す
。

健
康
障
害
と
の
関
係
は

こ
ん
な
に
便
利
で
有
用
な
石
綿

で
す
が
、
空
中
に
舞
い
上
っ
た
微

粉
が
肺
の
奥
深
く
に
侵
入
す
る

と

、
職
業
病
と
し
て
石
綿
肺
を
引

き
起
こ
す
ほ
か

、1
0年
1
3
0
年
の

長
い
摺
伏
期
間
を
お
い
て
肺
ガ
ン

や
悪
性
中
皮
腫
を
発
生
さ
せ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

。

足
立
区
内
の
小
・
中
学
校
に
は

石
綿
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

文
部
省
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
全

国
各
地
の
学
校
の
体
育
館
や
教
室

の
天
井
な
ど
に
吹
き
付
け
ら
れ
て

い
た
た
め
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
り
ま
し
た

。

な
お

、
石
綿
吹
き
付
け
は
、
昭

和
5
0
年
以
降
、
事
実
上
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す

。

暮
ら
し
の
中
の
石
綿

石
綿
は
、
自
動
車
の
ブ
レ
ー
キ

や
ク
ラ
ッ
チ
に
墮
わ
れ
た
り
、
身

近
な
も
の
と
し
て
電
気
コ
ー
ド
や

魚
焼
器
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。以
前
に
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
芯

、
ト
ー
ス
タ

ー
、
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た

。
ま
た
、

昭
和
3
0年
代
～
4
0
年
代
に
は

、
ビ

ル
エ
事
の
際
、
鉄
骨
な
ど
へ
の
石

綿
吹
き
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た

。こ
ん
な
こ
と
に

ご
注
意
を
!

こ
の
石
綿
の
危
険
性
に
つ
い
て

は
、
必
要
以
上
に
怖
が
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
必
要
な
接
触

は
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
は

讐
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
で
は
、次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
曜
大
工
な
ど
で
使
用
す
る
材

料
は
、
石
綿
を
含
ん
で
い
な
い

も
の
を
使
う
。喟
入
の
際
に
は
、

品
質
表
示
な
ど
を
確
認
す
る

。

▽
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
ト
ー
ス
タ

ー
な
ど
で
は
、
お
お
よ
そ
1
0
年

ぐ
ら
い
前
ま
で
の
製
品
に
は
石

綿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
石
絅
が

使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い

て
は
製
造
元
に
確
認
す
る

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
大
気
調
査

係

　
靦
1
1
1
1
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みんな の 健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
( 14)

同
和
対
策
協
議
会
の
意
見
具

申
(
昭
和
5
6年
1
2月
)
は
、
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
果
た

し
て
き
た
役
創
に
一
応
の
評
価

を
し
な
が
ら
も
、一
方
で
改
善
す

べ
き
事
柄
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
広
く
国
民
の

理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
新
し
い
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
提
言
し
て

い
ま
す

。

こ
れ
を
受
け
て
、「
地
域
改
善

対
策
特
別
措
置
法

」
が
、
昭
和
5
7

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た

。

こ
の
法
律
は
、
旧
法
が
施
行

さ
れ
て
い
た
1
3年
間
に
わ
た
る

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
な
お
残

さ
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

従
来
の
施
策
の
反
省
の
上
に
立

っ
て
制
定
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
法
律
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
旧
法
と
同
じ
く
、
国
民

的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題
の
、

根
本
的
な
解
決
を
目
襟
と
し
た

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
柵
神

を
受
け
継
い
だ
も
の
で
す
。

そ
し
て

、
国
や
地
方
自
治
体

が
事
葉
を
実
施
す
る
場
合
に
は

そ
の
周
辺
地
域
と
の
一
体
性
を

図
り
、
行
政
の
主
体
性
を
守
り

な
が
ら
。
公
正
な
運
営
に
努
め

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
点

が
加
わ
り
ま
し
た
。

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法

は
、5
年
間
の
時
限
立
法
で
す

が
、
施
行
5
年
目
の
昭
和
6
1年

り一
月
に
総
理
府
の
附
属
機
関
で

あ
る
地
域
改
善
対
策
協
議
会
が

意
見
具
申
を
し
ま
し
た
。

具
申
は

、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
基
本
的
見
直
し
を
行
う
中
で

な
お
し
ぱ
ら
く
の
間
、
特
別
な

立
法
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す

。

こ
れ
を
受
け
て

、
昭
和
6
2年
4

月
1
日
か
ら
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
が
5

年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
施

行
さ
れ
ま
し
た

。

◎
同
和
問
題
に
閲
す
る
問
い

合
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対

策
担
当
へ

。

「佐野いこいの森」

がオープンします

区
で
は
、
楝
豊
か
な
ま
ち
つ
く

り
の
一
環
と
し
て
、「
い
こ
い
の
森

づ
く
り
に
を
進
め
て
い
ま
す

。

い
こ
い
の
森
と
は
、
区
が
屋
敷

林
な
ど
を
借
り
受
け
て
整
備
し

、

樹
林
地
と
し
て
保
全
を
図
る
と
と

も
に
一
般
に
開
放
す
る
も
の
で

す
。1

2月
1
2日
か
ら
「
佐
野
い
こ
い

の
森
」
が
オ
ー
ブ
ン
し
ま
す

。
緑

い
っ
ぱ
い
の
や
す
ら
ぎ
の
広
場

に
、ぜ
ひ

、お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5

時
(
た
だ
し
、1
2月
1
2日
は
午

後
1
時
か
ら

。
年
末
年
始
は
休

園
)

場
所

佐
野
一
丁
目
3
1
-
2
8
(
佐

野
寛
宅
)

※
な
お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で

、
自
勳
車
で
の
ご
来
園
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

□
オ
ー
プ
ン
・
セ
レ
モ
ニ
ー
を
1
2

月
1
2日
(
土
)
、
午
唆
1
時
か
ら
催

し
ま
す
。
球
根
な
ど
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
侍
ち
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

　
眤
1
1
1
1
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●交通あんない ●
J R ・亀有 駅北口下 車、
北口より バス( 六ツ 木
団 地行、六ツ木都性 行、
八潮車 庫行、木曽根 行)
で辰沼団地 入口下車　
徒歩10分

お
し
ら
せ

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家

屋

等

を

新
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
爾
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す

。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
が
で
き
ま
せ
ん
。
届

け
出
に
は

、
建
築
確
認
S
一
式

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係
　
鵺
5
0
3
1

成
人
の
日
の
集
い

成
人
の
日
の
集
い
を

、

來
年
1
月
1
5日
に

、
文
化

会
館
と
産
業
振
興
館
で
行

い
ま
す

。

対
象
は
、
昭
和
4
2
年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
4
3
年
4

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
で
、
来
年
の
嶇
賀
状
で

ご
案
内
し
ま
す

。

会
場
(
地
区
別
)

▽
千
住
・
小
台
・
宮
城
・

新
田
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
・
:産
笑
振
興
館

、

午
前
の
部

▽
荒
川
以

北
の
国
遭
4
号
線
か
ら

東
側
に
お
住
ま
い
の
方

ヨ
文
化
会
館

、
午
前
の
部

▽
荒
川
以
北
の
国
道
4
号
繚

か
ら
西
側
に
お
住
ま
い
の
方

…
文
化
会
館

、
午
後
の
部

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
係

　
辺
1
1
1
1
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東
伊
興
町
お
よ
び

西
伊
興
町
の
一
部
の
皆
さ
ん
へ

6
3年
5
月
か
ら
住
所
の

表
わ
し
方
が
変
わ
り
ま
す

昭
和
6
2年
第
3
回
足
立
区
議

会
定
例
会
で

、「
町
区
域
の
新
設

及
び
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
の

議
案
が
可
決
さ
れ
、
次
の
地
区

の
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

住
居
表
示
対
象
地
区
(
第
3
5次
)
　

東
伊
興
町
、
西
伊
興
町
、
伊

興
町
谷
下
の
各
一
郡
地
域

新
町
名
・
町
区
域
案

左
図
参

照
実
施
予
定
日

昭
和
6
3年
5
月
1
5

日

新
住
居
番
号
の
通
知

実
施
地

区
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
し
い

庄
所
を
3
月
頃
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
そ
の
際
に
、
住
居
表

示
案
内
図
、
住
所
変
更
手
続

の
手
引
、
通
信
用
無
料
(
ガ

キ
(
2
0枚
)
を
同
封
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
衷
示
係

　
跏
5
0
3
1

住居表示実施前

住居表示実施後

12 月 の
安 売りデー

青
果
物
・
:
1
2月
1
7
日
(
木
)

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
り
I
H
1
9日
(
t
)

冴
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

《
主

催

》

足立区青果安充り
デー協議会/ 関東
水産物商集協同組
合西新井支部・千
住支部

《
訂
正
》
1
1
月
5
日
号
第
1

面
の
写
真
説
明
で
、
梅
田
三
丁

目
と
あ
る
の
は
梅
島
三
丁
目
の

震
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
町

正
し
ま
す
。

届
け
出
に
よ
る

日
本
国
籍
の
取
得

国
循
法
の
改
正
に
伴
い
、
昭

和
4
0年
1
月
1
日
か
ら
昭
和
5
9

年
1
2月
3
1日
ま
で
に
外
国
人
の

父
と
日
本
人
の
母
と
の
間
に
生

ま
れ
た
子
は
、
法
務
大
臣
あ
て

に
、
日
本
国
循
を
取
得
し
た
い

旨
の
届
け
出
を
し
ま
す
と
、
日

本
の
国
籍
を
取
得
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
届
け
出
で
日
本
0
輜
を

取
蒔
で
き
る
期
間
は
、1
2月
3
1

日
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

(た
だ
し

、
年
内
は
1
2月
2
8日

ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日
の
み

受
け
付
け
ま
す
)

届
け
出
さ
れ
る
方
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
合
せ
先

東
亰
法
務

局
民
事
行
政
部
国
籍
課
(
千

代
田
区
大
手
町
―
-
3
-
3

大
手
町
合
同
庁
舎
第
3
号
館

　
2
1
4
6
2
3
1
)
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12月9 日は障害者の日

1
9
7
5
年
1
2月
9
日
、
国
連
総
会
で

『
障
害
者
の
権
利
宜
首
し
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
わ
が
国
で
も
、1
2

月
9
日
を
「
障
害
者
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。こ
の
機
会
に
障
害
者
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
障
害
者
を
と
り
ま
く
問
題

現
在
区
内
に
は
、
約
1
万
6
千

人
の
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
が
生

活
し
て
い
ま
す
。
障
害
を
も
つ
人

た
ち
に
と
っ
て
今
の
社
会
は
、
ま

だ
ま
だ
暮
ら
し
や
す
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

外
出
時
に
利
用
す
る一
章
や
バ

ス
な
ど
の
交
通
機
関
の
改
善
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
で
は

な
く
、
自
由
に
歩
け
る
人
に
と
っ

て
は
否
に
な
ら
な
い
階
段
も
、
陣

害
者
の
外
出
を
は
ぱ
む
壁
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、仕
亊
に
つ
く
時
に
も
大

き
な
困
難
が
あ
り
ま
す
。
障
客
や

能
力
に
応
じ
た
働
く
場
が
少
な
い

た
め
、働
き
た
い
と
い
う
強
い
希

望
を
も
っ
て
い
て
も
、
か
な
え
ら

れ
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
障
害
を
も
つ
人
へ
の

無
理
解
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
人

々
の
理
解
や
S
力
が
あ
れ
ば
、
ど

れ
ほ
ど
み
ん
な
暮
ら
し
や
す
い
社

会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

□
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
社
会
を
　

平
均
寿
命
が
伸
び
、
脳
卒
中
の

後
遺
症
な
ど
に
よ
る
障
害
か
増
え

る
と
と
も
に
、交
通
事
故
や
労
働

災
害
に
よ
る
障
害
も
多
く
生
じ
て

い
ま
す
。
障
害
者
問
題
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
、
身

近
な
問
題
で
す
。

障
害
の
極
類
や
程
度
、生
活
環

境
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
施

策
を
き
め
細
か
に
実
施
す
る
心
要

が
あ
り
ま
す
。区
で
は
、
国
際
瞬

害
者
年
足
立
区
行
動
計
画
後
期
計

画
お
よ
び
現
在
策
定
中
の
福
祉
総

合
計
画
に
よ
り
、
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、こ
れ
か
ら
の
障

害
者
施
策
の
中
心
的
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

地
域
の
方
た
ち
の
支
え
が
き
わ
め

て
敷
萋
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

障
害
者
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
、
と
も

に
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。<
障
害
福
祉
課
>

障
害
者
の
日
記
念
公
演

日
時
1
2

月
H
日
(
金
)
、
午
唆
7

時
～
8
時
3
0分

場
所

文
化
会
館
(
無
料
)

内
容

日
本
ろ
う
者
劇
団
公

演
(

①
手
話
狂
岔

②
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
シ
ア
タ
ー
・・・
あ
ら
ゆ
る
演

劇
分
野
の
中
に
あ
る
勳
作
・
身

振
り
を
中
心
に
し
て
演
劇
的
に

表
現

③
サ
イ
ン
マ
イ
ム
・・・
手

話
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
要
素
を

加
味
し
て
表
現
し
た
も
の
)

定
員

鶫
名
(
先
籥
順
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
湶
害
福
祉

課
計
画
調
整
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

し
て
み
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
読
本

「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を

作
成
し
ま
し
た

。(昨
年
発
行
の
一

部
を
改
訂
し
た
も
の
)

皿
害
者
へ
の
手
助
け
の
方
法
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
な
ど
、

内
容
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
ま
す

。

作
成
部
数
も
若
干
増
え
ま
し
た

の
で
、あ
な
た
も
一
冊
手
に
と
り
、

。ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
ア
ド
ペ
ン
チ

ャ
ー
″
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

配
布
場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
各
区
民
李
務
所

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

課

　
呎
-
1
1
1

㈹

心
障
セ
ン

タ

ー

社
会
福
祉
講
座

と
も
に
生
き
る

社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を

豊
か
に
し
よ
う

日
時
1
2
月
1
4日
(
月
)
、午
前
1
0

時
3
0分
I
正
午

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
3
階
・

レ
ク
ホ
ー
ル
(
無
料
)

内
容

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
障
害
者

や
老
人
が
地
域
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
、
ケ
ア
付
住
宅
な
ど
で
受
け

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
、
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
勳
を
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
し
な
が
ら
、
と
も
に

生
き
る
社
会
の
実
現
、
在
宅
福

祉
の
あ
り
方
等
、杠
会
福
祉
の

中
心
課
黽
に
つ
い
て

講
師

大
熊
由
紀
子
氏
(
朝
日
新

聞
論
説
委
員
、
中
央
福
祉
番
議

会
委
筒
)

定
員

囹
人
(
先
着
順
)

問
合
せ
先
心
身
障
害
嵋
祉
セ
ン

タ
ー
　
8
8
3
6
1
7
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
々
や

家
族
が
、毎
日
の
I
し
の
中
で
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
解
決
に

役
立
て
る
よ
う
、
専
門
の
職
員
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
身
体
の
障
害
の
た
め
、
日

常
生
活
で
お
困
り
の
方
に
、
障
害

を
克
服
し
、
社
会
穆
加
を
促
進
す

る
た
め
の
リ
(
ビ
リ
訓
練
な
ど
も

行
つ
て
い
ま
す
。

悩
み
事
の
相
詼
や
、通
所
に
よ

る
訓
練
を
ご
希
望
の
方
は
、
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
陣
害
福

祉
セ
ン
タ
ー

　
8
8
3
6
1
7
1

第37回
区民駅伝大会

日
時
1

月
2
4日
(
日
)
、午
前
8

時
3
0分
ま
で
に
受
付
(
荒
天
の

場
合
は
3
1日
に
順
延
)

コ
ー
ス

荒
川
河
川
敷
右
岸

♀

住
新
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
～
扇
大
僑

閧
避
難
逎
路
)

集
合
場
所

千
庄
新
樣
グ
ラ
ウ
ン

ド
参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方

チ
ー
ム
編
成
・
距
離
《
男
子
》

▽
一
般
の
郎
お
よ
ぴ
高
校
・
学

生
の
部
・
・
・
監
警
1
名
、選
手
5

名
、補
欠
2
名
(
―
人
5
キ
ロ
む
)

▽
中
学
の
部
・
:
監
蟄
1
名
、選

手
6
名
、補
欠
2
名
(
1
人
4

キ
ロ
む
)

※
一
股
の
部
に
は
大
掌
生

。
高
校

生
は
出
堝
で
き
ま
せ
ん
。

《
女
子
》
7
一
般
・
高
校
の

部
お
よ
び
中
学
の
部
・
・
・
監
俯
1

名
、選
手
5
名
、補
欠
2
名
(
I

人
3
キ
ロ
む
)

申
込
方
法

体
育
課
に
あ
る
所
定

の
用
紙
に
必
要
亊
項
を
記
入

申
込
期
限
1
2

月
1
9日
(
土
)
、正

午
必
柵

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

弯
振
興
係
(
〒
1
2
0千
住
1
1
4
-
1
8

　
呎
1
1
1
1

㈹
)

読
書
週
間
記
念
講
演
会

え
ほ
ん

育
児
学
の

す
す
め

日
時
1
2

月
り一
日
(
土
)
、
午
後
2

時
～
4
時

場
所

東
和
社
会
教
育
館
大
ホ
ー

ル
(

無
料
)

講
師

浜
島
代
志
子
氏
(「
え
ほ
ん

育
児
学
の
す
す
め
」「
お
は
な
し

上
手
は
子
育
て
上
手
」(や
さ
し

い
人
形
劇
k
と

の
著
者
、
他

に
人
形
劇
脚
本
多
数
)

定
員
1
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話
で

予
約

申
込
・
問
合
せ
先
東
和
図
書
館

6
2
8
6
2
0
3

花
畑
セ
ン
タ
ー

冬
の
婦
人
教
室

□
陶
芸
教
室

日
時
1

月
1
2・
2
6日
、2
月
9

・
2
3日
、3
月
8
日
、
い
す
れ

も
午
前
9
時
3
0分
I
正
午

定
員
2
0

人

費
用
6
0
0
円
(
5

回
分
材
料
費
)

□
料
理
教
室

日
時
1

月
8
・
2
2日
、2
月
5

・
1
9日
、3
月
4
日
、
い
ず
れ

も
T
唆
2
時
I
4

時
3
0分

定
員
3
0

人

費
用
2

千
迦
円
(
5

回
分
材
料

費
)

対
象

い
ず
れ
も
区
内
在
住
・
在

勣
の
瞞
人
で

、
全
日
程
参
加
で

き
る
方

申
込
方
法

往
復
は

が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
教
室
名
(
1

教
室
に
I

人
1
枚
に
限
る
)
を
記
入
(
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限

り一
月
1
1日
(
当
日
消

印
有
効
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

花
畑

セ
ン
タ
ー
(
〒
m一
花
畑
4
-
1
6
|
1
3

　
涙
2
6
1
7
)

老

人

会

綰

手

芸

教

室

日
時
1

月
～
3
月
の
第
2
・
4

土
曜
日
、
午
唆
1
時
か
ら

場
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

内
容

は
り
絵
そ
の
他
の
作
り
方

定
員
3
0
人
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
申
込
期
間
1
2
月
5
日
～
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館
(

西
保
木
間
4
1
9
-
l

　
8
5
9
9
7
3
2
)

フリージア、ユリなど

花の展示会
区
内
の
花
卉
栽
培
農
家
が
促

成
敕
培
に
よ
り
、晩
秋
か
ら
初

冬
に
咲
く
フ
リ
ー
ジ
ア
、
ユ
リ

等
の
花
を
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
先
售
囘
人
の
方
に
切

り
花
を
配
布
し
ま
す
。

日
時

▽
1
2月
2
3日
、
午
後
1

時
～
5
時

▽
2
4日
、
午
前
9

時
～
午
唆
5
時

▽
2
5

日
、
午
前
9
時
～
正
午

場
所

中
央
本
町
庁
舎
I
階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

晨
産
係

　
瞋
5
1
1
8

年忘れ
お楽

しみ会

日
時
1
2

月
1
9日
(
土
)
、
午
優
2

時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

西
部
セ
ン
タ
ー
(
無
料
)

内
容

こ
ど
も
寄
席
(
子
ど
も
か

ら
お
と
し
よ
り
ま
で
楽
し
め
る

奇
術
と
曲
芸
)

定
員

崩
人
(

先
着
順
)

問
合
せ
先

西
部
セ
ン
タ
ー

　
8
9
7
5
0
1
6 ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
E
広
報
課

=
募

集
=

☆
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

初

心
者
向
き
の
ジ
ャ
ズ
ー
デ
ィ
ス

コ

ー
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
/

毎
週
火

曜
日

、
午
後
5
時
I
8

時
3
0分
/

約
1
時
間
ず
つ
児
童
、
成
人

(入
門
、
初
級
)
の
別
あ
り
/

レ
ン
デ
ィ
ン
グ

ー
ナ
カ
ジ
マ

(竹
の
罹
駅
西
口
前
)
/

入
会

金
・
月
額
と
も
に
3
千
円
/
▽

畠
中

　
8
8
3
1
1
9
7
(
夜
)

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(

フ
レ
ッ
シ

ュ
ダ
ン
ス
)

毎
週
火
曜
日
、

午
前
1
0時
3
0分
上
正
午
/
竹
の

塚
社
会
教
育
館
/
入
会
金
・
月

額
と
も
に
2

千
5
0
0円/
▽
松
田

翻
7
5
9
4

☆
皐
月
流
生
け
花
(

な
で
し
こ

会
)

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
、

午
唆
6
時
3
0分
I
8

時
3
0分
/

中
央
本
町
社
会
教
育
館
/
月
額
2

千
S
円
/
▽
池
田

　
朏
7
8
0
2
(

哽
)

☆
柳
古
流
生
け
花
(
一
輪
会
)
　

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
、
午

険
5
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/
竹

の
碾
社
会
軟
膏
館
/
各
回
千
Ⅲ

円
(
花
材
込
み
)
/

▽
石
井

瑟
0
7
5
8

☆
着
物
着
付
教
室
(み
や
び
会
)
　

初
心
者
歓
迎
/
毎
月
第
1
・
3

水
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分
/
竹
の
塚
社
会
敵
育

館
/
月
額
2
千
円
/
▽
森

　
8
9
7
1
0
0
5

☆
書
道
教
室

毎
週
水
曜
日
、

午
唆
7
時
～
9
時
/
江
北
社
会

教
育
館
/
月
額
2
千
5
0
0円/
▽

篠
田

　
8
9
9
4
6
5
7

=
催
し
物
=

☆
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
1
2

月
1
3

日
(
日
)
、
午
後
6
時
3
0分
開

演
/
ス
ペ
ー
ス

ー
キ
ャ
ナ
リ
ー

♀

住
3
-
3
6
)
/

千
濶
円

(お
茶
付
き
)
/

▽
糸
山

　
8
8
4
6
9
9
3

☆
十
四
中
創
立
4
0周
年
紀
念
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
記
念
誌

実

費
で
頒
布
中
/
▽
区
立
十
四
中

M
1
1
9
1

掲
示
板

□
高
齢
者
の
仕
事
の
相
談
会

日
程
・
場
所
1
2

月
8
日
・・・
職

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
1
5

日
…
老
人
会
館
お
よ
ぴ
本
庁

舎
・
区
民
相
談
室
、
1
7日
・
:

西
釿
井
区
民
ホ
ー
ル

時
間

午
前
1
0時
～
午
唆
3
時
(
8

・
1
7日
は
4
時
ま
で
)

対
象

叨
歳
以
上
で
働
こ
う
と

考
え
て
い
る
方

※
高
齡
者
の
経
験
を
生
か
そ
う

と
お
考
え
の
事
業
主
の
方
は
、

ご
連
絡
を
。
(職
種
不
問
)

問
合
せ
先

墨
田
高
齡
者
無
料

職
業
紹
介
所

　
Ⅲ
7
6
6

お
忘
れ
な
く
!

1
2月
は
、固
定
資
産
税
・

都
市
計
国
税
第
3

期
分
の

納
期
で
す

。

<
足
立
都
税
事
務
所
>

□
白
色
申
告
記
帳
義
務
者

決
算
説
明
会

日
時
1
2

月
1
4・
1
5・
1
6日

、午

前
1
0時
I
正
午
と
午
唆
2
時

～
4
時
(
1
6日
は
午
後
の
み
)

場
所
・
問
合
せ
先

西
新
井
税

務
署

　
脚
1
1
1
1

㈹

□
労
働
保
険
に
加
入
を

一
人
で
も
労
働
者
を
噬
用
し

て
い
る
事
業
は
、
す
ぺ
て
労
勳

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
禾
加
入
の
串
業
主

は
手
硯
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所

　
貎
1
2
8
7

㈹
、

足
立
労
勳
基
準
監
曾
署

　

唹
1
1
8
7
㈹

□
年
末
資
金
の
申
し
込
み
は

お
早
め
に

例
年
、
こ
の
時
期
は
申
し
込

み
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早
目

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
進
学
ロ
ー
ン
も
取
扱

い
中
で
す
。

問
合
せ
先

国
民
金
融
公
廈
千

住
支
店

　
蚓
6
1
7
5

□
年
賀
状
は
1
2月
1
5日
か
ら

年
賀
状
は
お
早
目
に
。元
旦

に
着
く
に
は
、
2
0日
頃
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
<
郵
便
局
>

環境保全

ポスター展

緑 の 写 真

コンクール展

公
害
防
止
、
緑
の
保
護
等
、

環
境
保
全
に
対
す
る
関
心
を
よ

り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
足
立
区
中
学
生
環
境
保
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ

た
作
品
の
中
か
ら
、入
賞
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時

り一
月
1
8・
1
9・
2
0日
、

午
前
1
0時
～
午
唆
5
時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(

西
新
井
ニ
チ
イ
4
階
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
環
境
課

調
整
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

公
害
防
止
・
自
然
の
保
護
育

成
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
第
1
5回

足
立
区
中
学
生
環
境
保
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

」
に

、
千
网

余
点
の
C
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
方
々
が
入
貢
さ
れ

ま
し
た
。

◎
公
害
の
部

【
区
長
賞
】熊
井
昭
二
(
十
三

中
)
<
金

賞
>

鈴
木
百
合
香
・

佐
腰
奈
津
紀
・

長
島
秀
一
(
十

五
中
)
、戸
田
繰

之
(
竹
の
塚
中
)
、長
谷
川
順
一
(

青
井
中
)
<

皴
賞
>
恩
田
雅

子
(
十
一
中
)
、倉
田
綾
子
・
永
井

艾
子
(
十
三
中
)
、門
田
康
博
(
十

四
中
)
、
佐
藤
亮
(
十
五
中
)
、谷

畑
克
明
(
土
(

中
)
、今
井
一
樹
(

渕
江
中
)
、五
十
嵐
麗
子
(
花
畑

北
中
)
、富
永
文
雄
(
粟
島
中
)
、

松
本
育
子
(
加

賀
中
)
<

蜩

賞
>
飯
島
翹
至
(
四
中
)
、大
澤

あ
ず
さ
(
五
中
)
、洩
香
み
ゆ
き
(

十
中
)
、桜
井
充
子
(
十
一
中
)
、

渡
辺
耕
司
・
稲
本
昇
・
金
子
樊

一
・
石
橋
久
雄
(
十
四
中
)
、青
木

淑
江
・
岡
村
稔
(
十
五
中
)
、斉

藤
友
宏
・
大
竹
あ
ず
さ
・
斉
藤
佳

子
(
十
六
中
)
、伊
与
部
智
孝
・
室

井
香
織
(
竹
の
獵
中
)
、松
浦
成

紀
(
青
井
中
)
、須
田
雅
惠
(
花
畑

北
中
)
、武
井
真
紀
子
・
加
越
香

織
(
扇
中
)
、井
上
加
奈
子
(
江
南

中
)

◎
緑
化
の
郎

【
区
長
賞
】
彦
根
容
子
(
十
六

中
)
<

金
賞
>
志
村
元
子
・

水
本
匡
起
(
四
中
)
、宮
口
奈
保

子
(
十
四
中
)
、国
谷
清
奥
(
東
島

根
中
)
、安
井
源
太
(
花
畑
北
中
)
　
<

饋
賞
>
根

来

孝

予
(
四

中
)
、佐
一

寛
(
十
中
)
、恩
田

紀

子
・
土
江
真
理
(
十
一
中
)
、田
中

由
美
子
・
増
田
母
子
(
十
四

中
)
、山
田
雅
穗
・
安
保
明
子
・
柴

瀬
酥
果
(
十
六
中
)
、阿
部
俊
洋
(

花
畑
北
中
)
<

銅
賞
>
木
村

知
子
・
坂
口
か
お
り
・
鈴
木
奈

緒
子
・
棚
田
裕

樊
・
牛
木
美
幸

・
吽
野
め
ぐ
み
(

四

中
)
、平
田

ゆ
か
・
柳
沢
奈

央
子
(
十
中
)
、竒
老
原
恵
美
子
(

十
一
中
)
、草
薙
亜
紀
子
・
芳
賀

綾
子
(
十
五
中
)
、鑠
田
貴
章
・
朝

日
伸
英
(
江
南
中
)
、及
川
奈
美
・

竹
花
香
奈
(
東
島
根
中
)
、嬢
本

佐
知
子
・
市
村
早
治
子
(
溯
江

中
)
、中
村
真
季
(
竹
の
獄
中
)
、

矢
野
明
子
(
花
畑
北
中
)
、渡
部

文
子
(
花
保
中
)

S. T. To. A. 　233, 000


